
公害防止管理者制度の概要 
• 公害防止管理者制度とは、「特定工場における公害防止組織の整備に関する法律」
に基づき、大気汚染防止法等の各種公害規制法により規制されている特定施設が設
置されている工場に対し 、公害防止管理者等の選任による公害防止組織の整備と都
道府県等への届出を義務付けることで、産業公害を防止することを目的とした制度。 

• 工場内における公害防止管理体制が整備され、責任の明確化、規律の維持、対外窓
口の明確化、従業員の技能・知識の向上に寄与し、各種公害規制法とともに、公害の
防止に貢献する重要な制度。 
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・工場の公害防止業務を統括管理
・工場における環境管理方針の策定・浸透等
・データ改ざんや隠ぺい防止の仕組みの構築

・公害防止統括者の補佐
・公害防止管理者の指揮
・地方自治体とのコミュニケーションの実施 等

・工場の公害防止の技術的業務の管理
・設備の点検、排出データの測定、記録、監視等
・従業員等への環境教育の実施 等

特定工場における公害防止組織 

※公害防止管理者及び公害防止主任管理者は国家資格が必要。 
    資格は、①国家試験への合格、②資格認定講習の修了のいずれかで取得可能。 

国家試験の区分 

• 大気関係1種～４種 
• 水質関係 
• 特定粉じん関係 
• 一般粉じん関係 
• 騒音・振動関係 
• ダイオキシン類関係 
• 主任管理者 
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